

























































































































る (Lavigne& Faier-Routman， 1992;船越ら，










































4 分析方法.回答内容を 1項目ごとに 1枚のカー
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込めて“つけたい"と考えられている力ともい
えるのではないだろうか。









































































































リー(カ ード数計 14)が 「人間関係形成 ・社会
形成能力」に. < 10.サポート資源活用能力>
































とともに 自分の置かれている状況を受け止め1 役割を果たしつつ他者と協力 協働して社会に 2 人間関係形成能力




自分が 「できることH意義を感じることHしたいことjについて社会との相互関係を保ちつつ。 6 自己管理力
今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき王体的に行動すると岡崎に 自らの思考 7 自分の病気理解
や感情を律し かっ 今後の成長のために進んで学ほうとする力。 8 自己決定力
具体的要素)自己の役割の理解 前向きに考える力 忍耐力 9 自己実現力








を位置付け、多燥な生き方に関する様々な情報を適切に取捨選択 活用しながら、 自ら主体的に 10 件。ー ト資源活用能力
判断してキャリアを形成していく力。








































































































Tedeschi & Calhoun (1996)が提唱した「外傷後
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